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▲晴れやかな笑顔がいっぱいの新成人（嬉野市リバティ）



一般会計
総額 164 6136億 万円にで

前度年比で4.3%の増
一
般

会
計

8
億
7740
万
円
を
補
正

繰
越
金
を
基
金
に
積
立

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
や

定
住
促
進
奨
励
金
な
ど
に

平
成
29
年
度
第
4
回
定
例

会
は
、
12
月
1
日
か
ら
12
月

15
日
ま
で
15
日
間
の
日
程
で

開
催
さ
れ
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
条

例
の
制
定
2
件
と
条
例
の
一

部
改
正
5
件
、
指
定
管
理
者

の
指
定
3
件
、
補
正
予
算
10

件
、
建
設
工
事
請
負
契
約
の

締
結
3
件
、
議
会
の
同
意
に

関
わ
る
も
の
1
件
の
併
せ
て

24
件
の
議
案
、
ま
た
、
12
月

13
日
に
議
員
発
議
3
件
を
提

出
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

4
号
）
は
、
歳
入
歳
出
総
額

に
8
億
7
7
4
0
万
円
を
追

加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額

を
1
6
4
億
6
1
3
6
万
円

と
す
る
も
の
で
、
当
初
予
算

比
5
・
5
％
増
、
前
年
同
期

比
4
・
3
％
の
増
と
な
る
。

そ
の
う
ち
、
基
金
積
立
金

と
し
て
、
前
年
度
決
算
繰
越

金
の
2
分
の
1
相
当
額
の
2

億
7
千
万
円
を
財
政
調
整
基

金
へ
積
み
立
て
る
提
案
が
あ

り
、
ま
た
、
特
別
会
計
補
正

予
算
8
件
と
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
1
件
、
全
て
の
議

案
を
可
決
し
た
。

ま
た
、
2
件
の
条
例
と
意

見
書
1
件
の
議
員
発
議
が
あ

り
、
嬉
野
市
お
も
て
な
し
条

例
に
つ
い
て
は
、
賛
成
お
よ

び
反
対
の
立
場
で
討
論
を
行

い
、
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

し
、
15
日
閉
会
し
た
。

（
賛
否
表
は
6
ペ
ー
ジ
）

今
議
会
で
は
13
名
の
議
員

が
一
般
質
問
を
行
い
、
執
行

部
に
鋭
い
質
問
と
政
策
提
案

を
活
発
に
展
開
し
た
。

（
8
ペ
ー
ジ
か
ら
掲
載
）

Ｑ
基
金
っ
て

何
だ

基
金
と
は
、
地
方
公
共

団
体
が
条
例
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
特
定
の
目

的
の
た
め
に
財
産
を
維
持

し
、
資
金
を
積
み
立
て
、

ま
た
は
定
額
の
資
金
を
運

用
す
る
た
め
に
設
け
る
財

産
で
す
。

基
金
の
種
類

年
度
間
の
財
源
調
整
の

た
め
余
裕
財
源
が
生
じ
た

時
、
翌
年
度
以
降
に
お
け

る
財
政
状
況
を
考
慮
し
て

積
み
立
て
る
財
政
調
整
基

金
や
、
市
債
な
ど
借
金
の

返
済
の
た
め
に
積
み
立
て

る
減
債
基
金
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
他
に
特
定
の
目
的

の
た
め
に
財
産
を
維
持

し
、
積
み
立
て
る
学
校
建

設
基
金
や
公
共
施
設
建
設

基
金
等
が
あ
り
、
ま
た
、

一
定
額
の
財
産
を
運
用
す

る
土
地
開
発
基
金
な
ど
も

あ
り
ま
す
。

補正後の総額

164億6136万円

47億3705万円

3億3461万円

3億6237万円

4億1426万円

1億3731万円

9846万円

7867万円

2億2518万円

6億5168万円

6億3924万円

1億8639万円

4億824万円

補 正 額

8億7740万円

1179万円

96万円

45万円

1044万円

25万円

4万円

0万円

67万円

0万円

170万円

0万円

14万円

会 計 名

一般会計

国民健康保険

後期高齢者医療

農業集落排水

公共下水道事業

浄化槽

第七土地
区画整理事業

第八土地
区画整理事業

嬉野温泉駅
周辺土地区画

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

特
別
会
計

水
道
事
業

補
正
予
算

２



定
住
促
進
奨
励
金

と
し
て

１
０
０
０
万
円

問
内
容
は
。

答
当
初
予
算
で
、
転
入
10

件
、
持
家
24
件
3
0
0
0
万

円
を
計
上
し
て
い
た
が
、
転

入
12
件
、
持
家
6
件
の
追
加

申
請
が
あ
り
1
0
0
0
万
円

の
増
額
補
正
と
な
っ
た
。

問
こ
の
制
度
が
始
ま
っ
た

平
成
20
年
か
ら
の
転
入
の
総

人
数
と
今
年
度
の
人
数
は
。

答
こ
れ
ま
で
、
こ
の
制
度

を
利
用
し
た
人
は
1
4
0
件

4
2
8
人
で
、
今
年
度
は
22

件
76
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
で

５
億
円

問
寄
附
金
の
現
状
は
。

答
11
月
末
で
、
14
億
4
5

0
0
万
円
程
の
寄
附
金
が
あ

り
、
現
在
も
増
加
傾
向
に
あ

る
。
今
年
度
の
総
額
を
22
億

円
見
込
ん
で
い
る
。

問
増
額
の
要
因
は
。

答
総
務
省
か
ら
返
礼
品
割

合
の
見
直
し
が
通
達
さ
れ
た

が
、
本
市
は
現
状
の
5
割
を

維
持
し
て
い
る
か
ら
で
は
な

い
か
。

問
寄
附
金
の
使
途
は
。

答
予
算
の
財
源
や
、
子
ど

も
子
育
て
基
金
の
創
設
を
考

え
て
い
る
。

み
ゆ
き
公
園
の

芝
生
張
り
替
え
に

１
５
０
万
円

問
場
所
は
ど
こ
か
。

答
み
ゆ
き
公
園
内
の
昭
和

天
皇
お
手
植
え
の
木
周
辺

6
0
0
㎡
程
の
芝
生
が
枯
れ

て
い
る
の
で
、
今
回
張
り
替

え
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

問
工
事
の
内
容
は
。

答
芝
生
の
張
り
替
え
だ
け

で
な
く
、
地
中
に
暗
渠
排
水

路
を
入
れ
て
水
は
け
を
良
く

し
、
土
壌
改
良
を
し
て
芝
の

生
育
環
境
を
整
え
た
い
。

街
な
み
環
境
整
備

事
業
が

１
９
０
８
万
円
減
額

問
ど
う
し
て
な
の
か
。

答
こ
の
事
業
は
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
を
利
用
し

た
も
の
で
、
今
回
内
示
額
が

減
額
さ
れ
た
。

問
事
業
の
内
容
は
ど
う
な

る
の
か
。

答
伝
建
地
区
の
道
路
美
装

工
事
区
間
の
縮
小
や
消
火
栓

設
置
が
3
基
か
ら
2
基
に
変

更
に
な
っ
た
。

問
今
後
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
残
り
の
工
事
は
次
年
度

に
計
画
し
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会
・

合
宿
誘
致
活
動
事
業
で

１
３
０
万
円

問
増
額
補
正
の
要
因
は
。

答
当
初
予
算
で
合
宿
誘
致

補
助
金
3
7
0
万
円
を
計
上

し
て
い
た
が
、
例
年
、
3
月

の
年
度
末
に
か
け
て
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
が
多
数
あ
り
予
算
が

不
足
す
る
恐
れ
が
生
じ
た
の

で
、
今
回
補
正
を
お
願
い
し

た
。

問
ど
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
が
多
い
の
か
。

答
主
に
大
学
の
準
公
式
野

球
部
の
合
宿
が
3
月
末
に
集

中
し
て
い
る
。

特
定
建
築
物

定
期
報
告
に

３
４
万
円

問
ど
こ
の
建
物
な
の
か
。

答
3
階
に
大
会
議
室
を
持

つ
吉
田
公
民
館
で
あ
る
。

問
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な

事
態
が
生
じ
た
の
か
。

答
平
成
28
年
6
月
の
建
築

基
準
法
改
正
に
よ
り
、
人
が

多
く
集
ま
る
建
物
（
劇
場
や

集
会
場
・
公
民
館
・
映
画
館

な
ど
）
の
報
告
義
務
が
県
か

ら
通
知
が
あ
っ
た
が
、
漏
れ

て
い
た
。

問
他
に
は
な
い
の
か
。

答
現
在
は
な
い
。

その他の主な補正予算
金 額

210万円

1761万円

604万円

679万円

692万円

150万円

85万円

40万円

項 目

放課後児童健全育成事業

障がい児施設措置費

障がい児保育事業

施設型給付費

保育所等整備事業
（岩屋保育園）
林道災害復旧事業
（木場・上不動線）
うれしの茶交流館
（広告業務）

九州・全国大会派遣事業

▲

定
住
に
つ
な
げ
た
い
奨
励
金
制
度

補
正
予
算

３



条
例
の
主
旨

国
は
、
海
外
か
ら
の
誘
客

を
中
心
と
し
て
観
光
産
業
を

基
幹
産
業
に
育
成
し
て
い
る
。

地
方
創
生
の
鍵
と
し
て
、

地
域
産
業
の
体
験
、
滞
在
型

の
観
光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
推
進
し
て

い
る
。

観
光
地
に
お
い
て
、
滞
在

型
や
リ
ピ
ー
タ
ー
を
確
保
す

る
た
め
に
一
番
大
切
な
こ
と

は
人
と
ひ
と
の
ふ
れ
あ
い
に

よ
る
感
動
、
つ
ま
り
お
も
て

な
し
の
心
が
必
要
で
あ
る
。

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
嬉
野
市
に
お

い
て
、
訪
れ
る
方
だ
け
は
な

く
、
こ
こ
で
暮
ら
す
私
た
ち

に
と
っ
て
も
、
お
も
て
な
し

の
心
は
大
切
な
こ
と
で
あ
る

こ
と
を
確
信
し
条
例
を
提
案

す
る
。

こ
れ
ま
で
の
取
組

○
平
成
28
年
8
月

議
会
活

性
化
特
別
委
員
会
で
協
議
。

○
10
月

議
員
提
案
で
行
う

こ
と
を
福
岡
大
学
法
科
大

学
院
、山
下
教
授
に
質
問
。

○
平
成
29
年
1
月

他
県
他

市
の
制
定
し
た
条
例
を
参

考
に
協
議
。

○
4
月

議
論
の
場
を
総
務

企
画
常
任
委
員
会
に
移
す
。

○
6
月

総
務
企
画
常
任
委

員
会
小
委
員
会
で
調
査
研

究
を
進
め
る
。

○
7
月

滋
賀
県
甲
賀
市
と

三
重
県
尾
鷲
市
を
視
察
。

○
8
月

条
文
（
案
）
を
執

行
部
と
協
議
。

○
9
月

嬉
野
温
泉
観
光
協

会
及
び
町
並
み
保
存
会
と

意
見
交
換
会
。

○
10
月

有
志
議
員
で
協
議
。

○
11
月

政
策
討
論
会
（
議

員
間
討
議
）
を
開
催
。

○
11
月

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
行
政
回
覧
で
実
施
。

○
12
月

議
案
を
議
会
に
上

程
し
審
議
。

質
問
の
一
部

問
お
も
て
な
し
は
概
念
で

あ
り
、
主
語
に
「
お
も
て
な

し
」
は
お
か
し
い
。

答
お
も
て
な
し
条
例
の
基

本
理
念
な
の
で
、
思
い
を
込

め
て
「
お
も
て
な
し
」
を
主

語
に
し
た
。

問
な
ぜ
、
今
の
時
期
か
。

答
こ
の
条
例
に
つ
い
て
は

平
成
27
年
春
頃
か
ら
動
き
が

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
協
議
を

重
ね
今
回
提
出
し
た
。

問
条
例
で
な
く
宣
言
で
も

よ
く
な
い
か
。

答
み
な
さ
ん
で
、「
お
も

て
な
し
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

と
い
う
意
味
で
理
念
条
例
と

し
て
提
案
し
た
。

私たちの住む嬉野市は、奈良時代から古き書に記さ
れているように塩田川のほとりに田園が広がり、また、
美肌の湯として名高い温泉が湧き、お茶、焼き物、お酒、
農産物など全国に誇る特産物が産出されています。
江戸時代には、嬉野は長崎街道の宿場町としてにぎ
わい、また、塩田は全国各地との交易の場として栄え、
たくさんの人、もの及び文化が行き交い、人と人とのふ
れあいの中で、先人たちにより地域色豊かな文化が育
まれてきました。街道筋の温泉地として、また、川港
としての商いを通して培われた真心の込もったおもて
なしの心は、今も連綿と私たちに受け継がれています。
嬉野市を訪れる人に、おもてなしの心をもってまち

の様々な魅力を伝え、その魅力にふれていただくため
に、私たち自らが地域の資源を認識し、かつ、それを
活かしながら後世に伝承していく必要があります。
人とまちを思いやる、「ひとにやさしいまちづくり」
を進めている私たちは、先人から受け継いだ財産であ
る「おもてなしの心」で、魅力ある嬉野市の価値を更
に高め、いつまでも暮らし続けたいと思えるまち、何
度でも訪れたいと思われるまちを目指します。
私たちの住む嬉野市を、誇ることのできる輝けるま
ちにしていくことが私たちの願いであり、ここにその
思いを込めてこの条例を定めます。
（目的）
第1条 この条例は、本市におけるおもてなしの基本
理念を定めるとともに、市、議会及び市民等の役割を
明らかにすることにより、おもてなしの心を育む地
域づくりを協働して推進し、活力に満ちた魅力ある
まちづくりの実現に寄与することを目的とします。
（定義）
第2条 この条例において「おもてなし」とは、全て
の人に心地よく過ごしていただくために、来訪者を
温かく受け入れ、親しみの心を込めて接し、また、
思いやりを持って振る舞うことをいいます。
2 この条例において「市民等」とは、市内に在住し、
在勤し、又は在学する個人及び市内に事務所又は事

業所を有する法人その他の団体をいいます。
（基本理念）

第3条 おもてなしは、市、議会及び市民等が本市の
歴史、文化、伝統、自然等に対する理解と関心を深
め、郷土愛と誇りを持って推進します。

2 おもてなしは、市、議会及び市民等の協働で推進
します。

3 おもてなしの推進に当たっては、市、議会及び市
民等は、年齢、性別、国籍、障がいの有無等にかか
わらず、全ての人が心地よい感動を得られるよう努
めます。
（市の役割）

第4条 市は、前条に定める基本理念（以下「基本理
念」という。）に基づいて、おもてなしに関する施
策を講じ、これを総合的に実施します。

2 市は、おもてなしの視点から地域の資源を活か
し、かつ、各産業との連携を図りながらまちづくり
の施策を推進します。

3 市は、市民等によるおもてなしの推進のための自
主的な取組の促進を図るため、市民等に対し、相互
の連携の推進、情報の提供、啓発活動その他の必要
な支援を行います。
（議会の役割）

第5条 議会は、基本理念に基づき、おもてなしの心
を育む地域づくりの発展のため、市民等の意思及び
来訪者の意見を的確に把握し、施策の積極的な立案
及び提言に努めます。
（市民等の役割）

第6条 市民等は、おもてなしのまちづくりの担い手
であることを心掛け、来訪者を温かく迎えるととも
に、地域、職場、学校等あらゆる場でおもてなしに
努めるものとします。

2 市民等は、基本理念に基づき、おもてなしに関す
る取組に協力するよう努めるものとします。

附 則
この条例は、公布の日から施行します。

嬉野市おもてなし条例

議
員
発
議
で
お
も
て
な
し
条
例
を
制
定

県
内
自
治
体
で
は
初

▲

報
道
さ
れ
た
新
聞

お
も
て
な
し
条
例

４



有
志
議
員
名

提
出
者

辻

浩
一

賛
成
者

芦
塚

典
子

賛
成
者

田
中

政
司

賛
成
者

川
内

聖
二

反対
山
口
政
人議員

賛成
森
田
明
彦議員

反対
増
田
朝
子議員

賛成
生
田
健
児議員

賛成
芦
塚
典
子議員

嬉
野
市
議
会
で
は
、
読
書
条
例
に
続
き
議
員
発
議
と
し
て
、

１２
月
７
日
に
議
案
を
議
会
に
提
出
し
た
。

議
会
中
に
は
、
議
案
質
疑
で
た
く
さ
ん
の
質
疑
を
受
け
議
会

最
終
日
１２
月
１５
日
に
賛
成
反
対
の
討
論
を
行
っ
た
。

今
回
、
５
人
の
議
員
が
白
熱
し
た
討
論
を
行
い
、
１２
対
４
の

賛
成
多
数
で
可
決
し
条
例
制
定
の
運
び
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
心
の
問
題
を

な
ぜ
条
例
化
す
る
の
か
。
そ

の
必
要
性
は
全
く
な
い
。
理

念
（
目
標
）
で
あ
る
な
ら
、

市
民
憲
章
に
「
あ
た
た
か
い

心
で
訪
れ
る
人
を
迎
え
ま

し
ょ
う
」
と
あ
る
。
こ
れ
で

十
分
で
あ
る
。こ
の
条
例（
法

律
）
は
憲
法
の
内
心
の
自
由

に
違
反
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

道
徳
で
あ
っ
て
、
他
人
か
ら

言
わ
れ
て
育
つ
も
の
で
な

い
。
人
は
多
様
な
価
値
観
を

持
っ
て
い
る
。
市
民
の
心
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
よ
う
な

条
例
は
必
要
な
い
。
し
か
も

議
会
が
上
か
ら
目
線
で
、
自

分
達
の
価
値
観
を
押
し
付
け

る
べ
き
で
な
い
。
自
己
満
足

で
し
か
な
い
。

提
案
の
法
的
根
拠
に
、
地

方
自
治
法
第
1
1
2
条
第
1

項
に
お
い
て
、
条
例
の
議
員

提
案
を
認
め
て
い
る
。
ま

た
、
行
政
が
提
案
し
な
い
、

ま
ち
や
市
民
の
あ
る
べ
き
姿

や
理
念
、
宣
言
型
の
条
例
を

提
案
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
加
え
て
、
昨
年
8
月
よ

り
検
討
を
始
め
ら
れ
、
法
科

大
学
院
教
授
へ
の
検
証
依

頼
、
執
行
部
と
の
協
議
、
条

例
作
成
の
「
ぎ
ょ
う
せ
い

㈱
」
へ
条
例
案
の
精
査
、
全

議
員
に
よ
る
政
策
討
論
会
、

市
民
へ
の
意
見
聴
取
な
ど
を

重
ね
ら
れ
た
。
人
に
や
さ
し

い
ま
ち
、
ま
た
、
観
光
立
市

を
標
榜
す
る
嬉
野
な
ら
で
は

の
提
案
で
あ
り
賛
成
す
る
。

条
例
制
定
に
向
け
て
の
経

緯
に
お
い
て
、
総
務
企
画
常

任
委
員
会
で
は
条
例
そ
の
も

の
か
ら
勉
強
す
べ
き
と
の
意

見
も
出
た
が
、
条
例
制
定
あ

り
き
で
進
め
ら
れ
て
き
た
。

ま
た
、
理
念
条
例
な
ら
ば
、

市
民
憲
章
に
も
「
あ
た
た
か

い
心
で
訪
れ
る
人
を
迎
え
ま

し
ょ
う
」と
あ
り
、あ
え
て
条

例
制
定
す
る
必
要
は
な
い
。

お
も
て
な
し
の
心
を
育
む

と
あ
る
が
、
条
例
を
制
定
し

な
け
れ
ば
お
も
て
な
し
の
心

は
育
め
な
い
の
か
。ま
た
、住

民
が
本
当
に
条
例
制
定
を
望

ん
で
い
る
の
か
。
意
見
交
換

会
の
回
数
も
十
分
で
な
い
。

以
上
の
理
由
で
こ
の
条
例

に
反
対
す
る
。

今
議
会
に
て
提
案
さ
れ
た

「
お
も
て
な
し
条
例
」
は
嬉

野
市
の
未
来
の
た
め
に
な

る
。
言
い
か
え
れ
ば
我
々
の

子
や
孫
、
そ
し
て
、
そ
の
先

の
嬉
野
市
民
の
た
め
に
な
る

と
考
え
、
賛
成
す
る
。

お
も
て
な
し
を
受
け
た
側

が
次
は
す
る
側
と
な
り
、
し

た
側
が
次
は
受
け
る
側
と
な

る
優
し
さ
の
連
鎖
と
な
っ
て

い
き
、
我
々
の
お
も
て
な
し

の
心
は
未
来
の
嬉
野
市
民
に

様
々
な
場
面
で
利
益
を
も
た

ら
し
て
く
れ
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
条
例
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
故
郷
を
愛
す
る
心
が
よ

り
強
く
な
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

平
成
27
年
春
か
ら
構
想
が

あ
り
、
平
成
28
年
8
月
議
会

活
性
化
特
別
委
員
会
で
議
員

提
案
条
例
と
し
て
協
議
が
始

ま
り
、
総
務
企
画
常
任
委
員

会
で
調
査
研
究
を
重
ね
た
。

先
進
地
2
市
を
視
察
し
嬉
野

温
泉
観
光
協
会
等
と
の
意
見

交
換
会
を
行
い
、
条
例
専
門

機
関
に
精
査
を
依
頼
し
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
さ
ら
に

す
い
こ
う

推
敲
を
重
ね
、
今
議
会
へ
の

提
出
に
至
る
。

観
光
を
主
産
業
と
す
る
当

市
に
と
っ
て
、
ふ
る
さ
と
の

美
し
い
景
観
や
歴
史
・
文
化

に
誇
り
を
持
ち
、
来
訪
者
を

温
か
く
迎
え
る
施
策
を
推
進

す
る
条
例
と
し
て
、
そ
の
期

待
と
役
割
は
大
き
い
。

白熱した討論
おもてなし条例制定で

Ｑ
発
議
と
は

議
員
が
、
議
会
の
会
議
に

お
い
て
事
件
の
審
議
を
行
う

た
め
に
言
語
を
発
す
る
こ
と

を
言
う
。
発
議
の
種
類
と
し

て
は
、質
疑
、質
問
、討
論
、

提
案
理
由
の
説
明
、
動
議
の

提
出
そ
の
他
議
事
進
行
の
発

議
、
一
身
上
の
答
弁
等
も
あ

る
。
議
案
の
場
合
は
、
一
般

的
に
提
案
と
言
う
。

討
論

５



嬉
野
市
う
れ
し
の
茶

交
流
館
条
例

問
シ
ル
バ
ー
料
金
の
設
定

は
考
え
な
か
っ
た
の
か
。
今

後
検
討
す
る
の
か
。

答
現
在
は
考
え
て
い
な
い

が
、
今
後
の
利
用
状
況
を
み

て
検
討
し
た
い
。

問
入
場
料
を
免
除
さ
れ
る

公
益
上
必
要
な
行
事
と
は
。

答
社
会
福
祉
、
文
化
向
上

を
目
指
す
文
化
祭
や
チ
ャ
リ

テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
て
い

る
。

問
小
中
学
生
入
場
料
は
市

内
、
市
外
の
区
別
は
あ
る
の

か
。

答
区
別
は
し
て
い
な
い
。

陳
情

嬉
野
地
区
内
広
報
等
掲
示

板
の
改
修
を
求
め
る

嬉
野
市

辻
田
正
信

塩
田
川
井
堰
の
維
持
管

理
・
修
繕
工
事
等
に
係
る
地

元
負
担
の
軽
減
を
求
め
る

嬉
野
市

中
野
哲
太
郎

志
田
和
昭

田
口
康
範

田
中
五
百
喜

山
﨑
辰
良

田
中
均

西
田
覚

看
護
師
等
養
成
事
業
へ
の

平
成
３０
年
度
市
町
補
助
金
を

要
望
す
る

鹿
島
藤
津
地
区
医
師
会
立
看

護
高
等
専
修
学
校

校
長

下
河
辺
和
人

「
協
同
労
働
の
協
同
組
合

法
（
仮
称
）」
の
速
や
か
な

制
定
を
求
め
る

福
岡
市

星
平
順
子

議
員
提
出
議
案

12
月
定
例
議
会
に
お
い

て
、議
員
提
出
議
案
と
し
て
、

三
議
案
を
提
出
し
た
。

・
嬉
野
市
お
も
て
な
し
条
例

・
嬉
野
市
議
会
委
員
会
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
道
路
整
備
事
業
に
必
要
な

予
算
確
保
に
関
す
る
意
見

書

１２
月
定
例
議
会
に
は
、
嬉
野
市
う
れ
し
の
茶
交
流
館
条
例
、
嬉
野
市
農
業
委
員
会
の
委
員
及
び

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
定
数
に
関
す
る
条
例
制
定
の
２
件
と
、
嬉
野
市
営
住
宅
条
例
、
嬉

野
市
営
キ
ャ
ン
プ
場
条
例
等
の
一
部
改
正
５
件
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
他
に
嬉
野
市
議
会
議
員
発

議
に
よ
る
、
お
も
て
な
し
条
例
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
な
審
議
の
結
果
、
全
て
可
決
成
立
し
た
。

うれしの茶交流館条例を制定
4月開業に向けて

議案の賛否 どう判断
賛 否 表 ○は賛成 ●は反対 欠は欠席

17
山
口

要

○

○

○

○

○

○

16
西
村
信
夫

○

○

○

○

○

●

15
織
田
菊
男

欠

欠

欠

欠

欠

欠

14
田
中
政
司

○

○

○

○

○

○

13
梶
原
睦
也

○

○

○

○

○

○

12
大
島
恒
典

○

○

○

○

○

○

11
芦
塚
典
子

○

○

○

○

○

○

10
山
口
政
人

○

○

○

○

○

●

9
山
下
芳
郎

○

○

○

○

○

○

8
田
中
平
一
郎

○

○

○

○

○

○

7
山
口
忠
孝

○

○

○

○

○

●

6
辻

浩
一

○

○

○

○

○

○

5
森
田
明
彦

○

○

○

○

○

○

4
増
田
朝
子

○

○

○

○

○

●

3
川
内
聖
二

○

○

○

○

○

○

2
宮
﨑
良
平

○

○

○

○

○

○

1
生
田
健
児

○

○

○

○

○

○

表
決
数

16：0

16：0

16：0

16：0

16：0

12：4

結

果

可決

可決

可決

可決

可決

可決

議 案 名

嬉野市うれしの茶交流館条例
について
嬉野市農業委員会の委員及び農地利用最適
化推進委員の定数に関する条例について
嬉野市営キャンプ場条例の一
部を改正する条例について
嬉野市議会議員の議員報酬、期末手当及び費用
弁償支給条例の一部を改正する条例について
平成29年度嬉野市一般会計補
正予算（第4号）
嬉野市おもてなし条例につい
て

議案番号

議案第66号

議案第67号

議案第69号

議案第70号

議案第76号

発議第7号

Ｑ
陳
情
・
請
願
の

出
し
方
は

み
な
さ
ん
か
ら
議
会
に

要
望
な
ど
を
伝
え
る
方
法

と
し
て
、
文
書
に
よ
る
請

願
や
陳
情
書
の
提
出
が
あ

り
ま
す
。

請
願
や
陳
情
書
に
は
要

旨
と
理
由
を
簡
潔
に
、
わ

か
り
や
す
く
書
い
て
く
だ

さ
い
。
道
路
等
は
簡
単
な

地
図
（
略
図
）
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。
〆
切
は
定
例

会
開
会
の
6
日
前
ま
で
で

す
。

▲4月に開業するうれしの茶交流館

条
例
制
定

陳
情

議
案
の
賛
否

６



前
号
で
紹
介
し
ま
し
た
「
議
員
と
か
た
ろ
う
会
」
の

内
容
を
追
加
し
て
報
告
し
ま
す
。

市
民
の
皆
様
よ
り
要
望
が
あ
っ
た
意
見
を
議
員
間
で

集
約
し
、
執
行
部
に
対
し
、
申
し
入
れ
を
行
い
、
そ
の

回
答
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

大
茶
樹
周
辺
の
管
理
を

答
柵
は
年
内
に
設
置
で
き

ま
す
。

ト
イ
レ
の
管
理
・
清
掃
に

つ
い
て
は
皿
屋
谷
地
区
に
委

託
す
る
予
定
で
す
。

た
め
池
の
管
理
に
つ
い

て
受
益
者
の
負
担
軽
減

を答
要
望
内
容
に
よ
り
受
益

者
の
負
担
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
の
で
、
農
林
課
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
イ
ノ
シ

シ
の
防
御
柵
購
入
の
補
助
を

加
え
ま
し
た
。

市
道
や
林
道
の
除
草
を

含
め
た
管
理
の
徹
底
を

答
市
道
は
危
険
個
所
を
優

先
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
き

め
細
か
い
対
応
が
で
き
て
い

ま
せ
ん
。
早
め
の
対
応
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

林
道
は
利
用
頻
度
の
高
い

路
線
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
限
ら
れ
た
予
算
で

あ
り
ま
す
が
、
管
理
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
豪

雨
を
想
定
し
た
見
直
し

が
必
要
で
は
な
い
か

答
近
年
の
局
地
集
中
ま
た

は
短
時
間
豪
雨
が
特
に
激
し

さ
を
増
し
、
各
地
で
水
害
が

頻
発
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対

応
す
る
た
め
平
成
27
年
の
水

防
法
の
改
正
に
伴
い
、
国
及

び
県
で
は
想
定
し
得
る
最
大

規
模
の
降
雨
に
よ
り
河
川
が

氾
濫
し
た
場
合
に
浸
水
が
想

定
さ
れ
る
地
区
を
洪
水
浸
水

想
定
区
域
と
し
て
指
定
し
て

い
る
。
嬉
野
市
に
関
す
る
も

の
は
国
と
県
の
洪
水
浸
水
想

定
区
域
指
定
完
了
後
の
平
成

30
年
以
降
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
作
製
を
予
定
し
て
い
る
。

市
体
育
館
跡
地
の
堤
を

防
災
に
活
用
で
き
な
い

か答
市
体
育
館
跡
地
の
利
用

は
現
在
、
検
討
中
で
す
。

西
川
内
・
赤
仁
田
地
区

に
防
災
ダ
ム
を

答
防
災
ダ
ム
建
設
は
、
佐

賀
県
の
所
管
で
あ
り
、
杵
藤

土
木
事
務
所
へ
要
望
し
ま

す
。市

外
か
ら
の
移
住
者
の

受
け
入
れ
体
制
を

答
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
の

推
進
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま

す
。若

手
の
お
茶
生
産
者
な

ど
が
頑
張
っ
て
い
る

が
、
事
業
推
進
に
向
け

て
意
欲
促
進
の
施
策
を

答
今
後
、
官
民
一
体
と

な
っ
た
新
し
い
取
組
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。
次
世
代
支
援
な
ど
関
係

団
体
と
情
報
を
共
有
し
、
支

援
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

医
療
費
や
介
護
保
険
料

が
増
え
て
い
く
中
で
、

各
種
の
実
態
調
査
を

行
っ
て
ほ
し
い
。

介
護
保
険
事
務
所
に
も

積
極
的
な
意
見
の
要
望

を

答
高
齢
者
が
急
増
す
る
中

で
、
地
域
共
生
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」
が
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
日
常
生
活
を
地

域
住
民
が
支
え
あ
う
仕
組
み

づ
く
り
に
関
係
機
関
と
協
議

し
、
総
合
的
に
事
業
を
進
め

て
い
る
段
階
で
す
。

今
後
、
き
め
細
か
な
実
態

調
査
等
も
介
護
保
険
事
務
所

へ
要
望
を
し
て
い
き
ま
す
。

私たちのお願いどうなった
議員とかたろう会の要望にお答えします

▲開催された議員とかたろう会

議
員
と
か
た
ろ
う
会
の
お
答
え
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一 般 質 問山
下
芳
郎
議
員

森
田
明
彦
議
員

芦
塚
典
子
議
員

山
口
忠
孝
議
員

川
内
聖
二
議
員

辻

浩
一
議
員

西
村
信
夫
議
員

梶
原
睦
也
議
員

生
田
健
児
議
員

田
中
政
司
議
員

増
田
朝
子
議
員

①
首
長
と
し
て
の
6
期
22
年

を
振
り
返
っ
て

①
市
長
と
し
て
の
在
任
を
振

り
返
り
、
感
想
を
問
う

②
民
生
委
員
・
児
童
委
員
問

題
に
つ
い
て

③
防
災
問
題
に
つ
い
て

④
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

振
興
条
例
に
つ
い
て

⑤
国
道
今
寺
〜
一
位
原
交
差

点
間
の
歩
道
設
置
に
つ
い
て

①
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

②
被
り
木
の
整
備
に
つ
い
て

③
市
管
理
の
看
板
に
つ
い
て

④
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
活

用
に
つ
い
て

①
嬉
野
デ
ザ
イ
ン
ウ
ィ
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

②
塩
田
川
の
遊
歩
道
に
つ
い

て③
小
中
一
貫
校
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

①
新
幹
線
開
通
前
の
構
想
に

つ
い
て

②
塩
田
川
の
沈
み
橋
の
道
路

か
ら
区
画
道
路
へ
の
取
り
付

け
に
つ
い
て

③
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

④
市
内
の
桜
の
樹
木
に
つ
い

て

①
防
災
対
策
に
つ
い
て

②
お
茶
の
生
産
お
よ
び
販
売

の
今
後
に
つ
い
て

③
道
路
・
河
川
の
管
理
に
つ

い
て

④
新
幹
線
活
用
に
つ
い
て

①
平
成
29
年
産
米
及
び
大
豆

情
勢
に
つ
い
て

②
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ

い
て

③
火
の
口
交
差
点
と
国
道

4
9
8
号
に
つ
い
て

①
新
幹
線
「
嬉
野
温
泉
駅
」

（
仮
称
）
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

②
日
本
一
の
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

③
雇
用
環
境
整
備
に
つ
い
て

④
居
住
環
境
整
備
に
つ
い
て

①
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

②
起
業
促
進
に
つ
い
て

①
う
れ
し
の
茶
の
振
興
対
策

に
つ
い
て

②
県
道
大
村
嬉
野
線
の
問
題

に
つ
い
て

①
嬉
野
医
療
セ
ン
タ
ー
跡
地

利
活
用
に
つ
い
て

②
公
共
交
通
に
つ
い
て

③
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て④
「
市
民
の
声
」
へ
の
対
応

に
つ
い
て

※今回は任期最後の議会であり、質問通告のみ掲載します い
っ
ぱ
ん
質
問
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宮
﨑
良
平
議
員

山
口

要
議
員

民
生
委
員
問
題
を

調
査

文 教 福 祉
常任委員会

自動運転
サービスに
ついての調査

産
業
建
設

常
任
委
員
会

①
自
然
災
害
対
策
に
つ
い
て

②
住
民
の
安
全
確
保
に
つ
い

て③
嬉
野
市
の
未
来
に
つ
い
て

①
嬉
野
市
の
市
政
運
営
に
つ

い
て

調
査
理
由

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

活
動
は
、
地
域
住
民
の
相
談

や
援
助
を
行
う
こ
と
で
社
会

福
祉
に
寄
与
し
て
お
り
、
重

要
性
は
増
す
ば
か
り
で
あ

る
。
一
方
負
担
の
重
さ
が
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
先
進
地

大
分
市
の
調
査
研
修
を
行
っ

た
。

委
員
会
の
意
見

従
来
か
ら
あ
る
「
民
生
児

童
委
員
活
動
の
手
引
き
」
は

行
政
用
語
で
書
か
れ
て
あ
り

難
し
い
内
容
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
大
分
市
で
は
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活

動
の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
本

「
大
分
市
民
生
委
員
児
童
委

員
活
動
の
目
安
と
考
え
方
を

ま
と
め
た
Ｑ
＆
Ａ
」
の
冊
子

を
作
成
し
た
。
こ
の
Ｑ
＆
Ａ

は
、
複
雑
・
多
様
化
す
る
住

民
ニ
ー
ズ
に
ど
こ
ま
で
対
応

す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
活
動

指
針
を
乗
せ
た
も
の
で
、
わ

か
り
や
す
く
、
大
変
役
立
つ

も
の
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
民
生
委
員
庁
舎
内

サ
ポ
ー
ト
体
制
が
強
化
さ
れ

て
お
り
、
担
当
の
支
援
員
が

対
応
す
る
「
代
表
窓
口
」
が

あ
り
、
庁
内
あ
げ
て
協
議
・

支
援
・
情
報
の
共
有
を
目
指

し
、
問
題
解
決
が
図
ら
れ
て

い
る
。

た
だ
、
大
分
市
で
も
民
生

委
員
の
欠
員
が
み
ら
れ
る

が
、
今
後
は
、
民
生
委
員
の

活
動
が
誰
で
も
で
き
る
よ
う

体
制
や
雰
囲
気
作
り
が
必
要

で
あ
る
。

大
分
市
の
取
り
組
み
は
本

市
で
も
取
り
入
れ
る
に
値
す

る
と
考
え
る
。

調
査
理
由

現
在
、
全
国
で
自
動
運
転

サ
ー
ビ
ス
の
実
証
試
験
が
行

わ
れ
て
い
る
。
道
の
駅
「
芦

北
で
こ
ぽ
ん
」
を
拠
点
と
し

た
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
を
視

察
し
、
道
路
状
況
や
周
辺
環

境
に
お
い
て
当
市
で
の
可
能

性
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

委
員
会
の
意
見

道
の
駅「
芦
北
で
こ
ぽ
ん
」

を
拠
点
と
し
て
自
動
運
転

サ
ー
ビ
ス
実
証
実
験
が
10
月

1
日
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

実
験
は
国
土
交
通
省
が
全
国

で
5
カ
所
の
道
の
駅
を
指
定

し
て
行
う
も
の
で
、
西
日
本

初
の
公
道
で
の
実
験
で
あ
っ

た
。
自
動
運
転
に
つ
い
て
は

交
通
事
故
の
削
減
、
少
子
高

齢
化
に
よ
る
公
共
交
通
の
衰

退
な
ど
へ
の
対
応
、
渋
滞
の

緩
和
、
国
際
競
争
力
の
強
化

な
ど
の
官
民
一
体
と
な
っ
た

開
発
が
続
い
て
い
る
。
芦
北

町
で
は
、
条
件
の
異
な
る
公

道
を
利
用
し
て
実
験
が
行
わ

れ
て
い
た
。
広
い
公
道
や
車

両
進
入
が
少
な
い
河
川
敷
の

走
行
ル
ー
ト
は
比
較
的
取
り

組
み
や
す
い
が
、
狭
い
市
街

地
の
道
路
や
植
栽
な
ど
が
生

い
茂
っ
た
場
所
で
の
走
行
は

課
題
が
多
い
よ
う
に
感
じ
た
。

新
た
な
公
共
交
通
の
担
い
手

と
し
て
自
動
走
行
運
転
が
今

後
地
方
に
と
っ
て
重
要
で
あ

り
注
視
し
て
い
く
必
要
も
あ

る
。
加
え
て
、
今
後
の
道
路

整
備
の
あ
り
方
に
お
い
て
も

自
動
走
行
運
転
を
視
野
に
入

れ
た
計
画
が
必
要
で
あ
る
。

▲芦北町で自動運転の説明を受ける産業建設委員

▲大分市役所で調査する文教福祉委員

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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大変良い
13.9%

良い
30.6%

普通
33.3%

もう少し
努力が必要
13.9%

まだまだ
努力が必要
8.3%

回答数
5人
11人
12人

5人

3人

0人
36人

項 目
大変良い
良 い
普 通
もう少し
努力が必要
まだまだ
努力が必要
無 回 答
合 計

平成29年度 「議会だより」に関するアンケート調査について
○○実施期間
平成29年7月28日～平成29年11月30日
○○調査方法
議会だより第46号にアンケート用紙を挟み込み全戸配布し、郵送等
により回収した。
○○回収結果
アンケート発送数：8，560件
回答数：36件
回収率：0．42％

（問）議会だよりの全体的評価をお聞かせください。

＊主な意見を紹介します。
○成果ばかりでなく、こんなことはできませんでした、というのも必要なのでは？

60代～70代 男性
○パッと目につく文字の工夫が今一つ。高齢者でも読んでみたいと思うように。

60代～70代 女性
○文字の大きさは良いが、レイアウト、文章が読みづらい。 60代～70代 男性
○文は大きいほうが読みやすい。横書きにしてほしい。 40代～50代 男性
○レイアウトは昭和のセンスが感じられ古くさい。若者は読みたくならない。

20代～30代 男性
○読んでみたいと思う、インパクトのある紙面にしてほしい。 40代～50代 女性
○4年に1回は子供議会（中学生）を行ったらどうでしょうか。 80代以上 男性
○回答された事項がその後どうなっているか、結果報告も知りたい。 60代～70代 男性
○国民健康保険税に毎年補正額が出ているが、その要因等を具体的に記載してほしい。

60代～70代 男性
○報告になっているので意見を求める欄を設けたらどうでしょうか。60代～70代 男性
○市民が読みたくなる内容を簡潔に載せてほしい。”議員目線ではなく市民目線”

20代～30代 男性

僕は、この嬉野中学校を「自分達で自分
達を高めあえる規則正しい中学校」にした
いと思い、生徒会長になりました。
嬉野中学校の良い所は、あいさつが上手

な所だと思います。しかし、改善点もある
と思います。それは、そうじの時間に、無
駄な私語があったり、２分前に着席して授
業の予習、復習が完璧にできていなかった
りするところです。
そこで、この２つの課題を克服できるよ

うに、次の３つの具体的な活動を行いたい
と考えました。
１つ目は、無言そうじの徹底です。無言

でそうじをすることによって、より学校を
きれいに保てると思ったからです。
２つ目は、授業が始まる２分前の予習・

復習の徹底です。予習、復習をすることに
よって、学力の向上につながると思ったか
らです。
３つ目は、一日一善運動です。嬉中生が、

一つでも多く良いことをすることで思いや
りや気配りを意識した生活を送ることがで
きると思ったからです。
この３つの活動を念頭におき、歴史ある

嬉野中学校を今以上に、より良くなるよう
に頑張っていきたいです。

議会広報編集特別委員会
委
員
長

山
下
芳
郎

副
委
員
長

山
口
忠
孝

委

員

山
口

要

〃

織
田
菊
男

〃

芦
塚
典
子

〃

森
田
明
彦

〃

川
内
聖
二

〃

生
田
健
児

コ
ラ
ム

「
宿
命
と
は
、
こ
の
世

に
生
ま
れ
て
来
た
こ
と

と
、
生
き
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
」
と
の
言
葉
も
あ

る
。振
り
返
っ
て
み
る
と
、

正
に
宿
命
に
耐
え
、
運
命

に
戯
れ
、
使
命
に
生
き
て

の
、
こ
の
30
年
の
議
員
活

動
で
あ
っ
た
よ
う
な
気
が

す
る
▼
そ
の
間
、
議
長
時

代
の
4
年
間
を
除
い
て
毎

回
欠
か
さ
ず
一
般
質
問
を

行
っ
た
結
果
、
そ
の
積
み

重
ね
が
1
0
4
回
と
い
う

数
字
に
な
っ
て
表
わ
す
こ

と
が
で
き
た
▼
嬉
野
市
議

会
も
幸
い
に
し
て
「
議
会

だ
よ
り
」
コ
ン
ク
ー
ル
で

全
国
2
位
、
ま
た
「
議
会

改
革
」
で
は
全
国
3
位
と

い
う
実
績
を
残
し
て
い
る

▼
今
後
も
嬉
野
市
議
会
が

二
元
代
表
制
に
お
け
る
議

会
の
役
割
を
果
た
し
な
が

ら
、
今
以
上
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
目
指
し
議
会
改

革
に
向
け
て
果
敢
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
か
れ
ん
こ

と
を
期
待
し
て
筆
を
お

く
。
合
掌

（
要
）

中
学
生
の
声

新
生
徒
会
長

に
な
っ
て

嬉
野
中
学
校
2
年
1
組

橋
爪
大
成

読まれる“議会だより”をめざして
議会だよりアンケート結果の報告

★この印刷物は、１部あたり１８円でできています。
１０


